
震
災
に
対
す
る
備
え

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
迅
速
・
安
全
に
避
難

す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

◦
懐
中
電
灯
や
、
非
常
食
・
保
存
水
・

常
備
薬（
各
3
日
分
）な
ど
の
非
常
持

ち
出
し
品
、
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
を
準
備
し
て
お
く

◦
地
域
の
避
難
場
所
や
、
一
時
的
に
利

用
で
き
る
近
く
の
集
会
所
な
ど
ま
で

の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く

◦
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法
や
集

合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お
く

◦
帰
宅
経
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
位
置
を

確
認
す
る
。
徒
歩
帰
宅
支
援
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
店
舗
で
、
可
能

な
範
囲
で
水
や
ト
イ
レ
な
ど
が
提
供

さ
れ
ま
す

震
災
時
の
避
難
行
動

　
大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

始
め
る
と
、
火
災
や
、
沿
道
の
建
物
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
危

険
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
救
助
・
救
急
活

動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に
移
動

せ
ず
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る

◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス（
5
ペ
ー
ジ

参
照
）を
利
用
し
、
家
族
や
自
宅
の

無
事
を
確
か
め
る

◦
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手

す
る

風
水
害
に
対
す
る
備
え

　
秋
は
台
風
の
発
生
が
多
い
季
節
で
す
。

大
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
る
災
害
に
対
し

て
備
え
、
台
風
の
接
近
時
や
大
雨
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
土
の
う
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
購

入
し
て
お
き
、
風
雨
が
強
ま
る
前
に

設
置
す
る（
市
で
は
こ
れ
ら
の
配
布

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

◦
雨
ど
い
や
側
溝
を
清
掃
し
、
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る

日
ご
ろ
の
備
え
が
身
を
守
る

今
か
ら
92
年
前
の
大
正
12
年
9
月
1
日
は
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た
日
で
す
。
9
月
1
日
は「
防
災

の
日
」と
定
め
ら
れ
、
災
害
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
日
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
一
人
一
人
が
防
災
対
策
を
見
直
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

9
月
1
日
は
防
災
の
日

平成22年9月の台風9号で冠水した道路

平成23年3月の東日本大震災で隆起した道路

平成25年10月の台風26号で発生した崖崩れ
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◦
屋
根
瓦
や
外
壁
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
点
検
し
、
雨
漏
り
や
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
箇
所
は
修
理
を
す
る

◦
植
木
鉢
や
物
干
し
竿
な
ど
風
に
飛
ば

さ
れ
や
す
い
も
の
は
屋
内
に
片
づ
け
、

ア
ン
テ
ナ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
固
定

す
る

土
砂
災
害
時
の
避
難
行
動

　
崖
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
危
険

の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
身
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
崖
崩
れ
の
土

砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の
2
〜
3
倍
も
離

れ
た
所
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、

速
や
か
に
崖
か
ら
離
れ
、
危
機
管
理
課

（
☎
20
‐
1
5
2
3
）に
情
報
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
直
ち
に
避

難
が
で
き
る
よ
う
、
非
常
持
ち
出
し
品

を
準
備
し
、
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

浸
水
害
時
の
避
難
行
動

　
大
雨
に
よ
る
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
、
自
宅
の
2
階
な
ど
高
い
と
こ

ろ
へ
緊
急
避
難
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

激
し
い
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
歩
行
が
危

険
な
場
合
は
自
宅
上
階
へ
待
避
し
て
く

だ
さ
い
。

避
難
所
の
対
象
と
な
る
人
は

　
地
震
や
風
水
害
や
地
震
な
ど
に
伴
っ

て
市
が
開
設
す
る
避
難
所
は
「
災
害
時

に
緊
急
的
に
住
民
の
安
全
を
守
る
と
と

も
に
、
災
害
で
住
家
を
失
っ
た
人
の
生

活
の
場
」
で
す
。
対
象
は
、
次
の
よ
う

な
人
で
す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
避
難
勧
告
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
避
難

の
必
要
が
あ
る
人

　
災
害
時
に
避
難
所
で
支
援
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
避
難
者
の

生
活
に
必
要
最
低
限
の
こ
と
か
ら
優
先

し
て
対
応
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
普
段
の
生
活
と
の
差
を

で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
心
配
り
や
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
、
避
難

者
同
士
が
お
互
い
に
協
力
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信

　
市
で
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る

気
象
警
報
な
ど
、
防
災
・
災
害
に
関
す

bousai_narita

防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、
防
災
無
線
テ

レ
ホ
ン
ガ
イ
ド（
1
0
1
2
0
‐
38
‐
3 

8
9
8
）を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
履
歴（https://

service.sugum
ail.com

/narita/
m
em
ber/portals/

）で
も
確
認
で
き

ま
す
。

自
主
防
災
で
高
め
る

地
域
の
防
災
力

　
災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
に
よ

る
緊
急
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

る
情
報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま

す
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
メ
ー
ル
で
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ

配
信
し
ま
す
。
配
信
を
希
望
す
る
場
合

は
、
利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
が
可
能
）

◦
防
災
情
報

◦
大
気
に
関
す
る
情
報

◦
消
防
情
報

◦
防
犯
・
安
全
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
情
報

登
録
方
法

　
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

登
録
用
ア
ド
レ
ス

（info-n@
sg-m

.
jp

）に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
、
返
信
さ
れ

る
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
、
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。「sg-m

.jp

」
ド
メ
イ
ン

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ
う
に
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
配
信
し
た
情
報
を
成
田
市
防
災
情
報

（@
bousai_narita

）で
発
信
し
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
登
録
し
て
い
な
く
て
も

内
容
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

U
R
L
＝http://tw

itter.com
/

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
考
え

方
に
加
え
、
地
域
の
人
が
協
力
し
て
防

災
活
動
に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

さ
ら
に
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
地
域
の
人
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活

動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
を
「
自
主

防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。
市
内
で

は
、
区
・
自
治
会
な
ど
を
単
位
と
し
て

1
0
4
組
織
が
結
成
さ
れ
、
避
難
訓
練

や
救
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
区
や
自
治

会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。1 7 1

0 4 7 6

再生方法録音方法

自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

（30秒以内） 再生

2

1 7 1

0 4 7 6
自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

録音

1

　災害発生時は、家族の安否確認などの電話が集中す
るなど、回線が混雑して電話がつながりにくくなります。
災害用伝言ダイヤル「171」は、ほかの回線よりもかか
りやすいシステムです。
　使い方に慣れてもらうために、9月1日㈫〜5日㈯の
毎日と、毎月1日・15日に、試験的に利用することが
できます。この機会に家族や知人と、安否確認方法の
1つとして試してみませんか。
　また、携帯電話各社でも災害用伝言サービスを行っ
ています。
　利用方法については、各社に確認してください。

災害用伝言ダイヤル試してみませんか

広報なりた 2015.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です5
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